
1 

平成30年5月27日(日) 

第１回市川市長タウンミーティング 
 

『市川市の子育て支援施策について』 
 

市川市長 村越 祐民 



2 

子育て支援を取り巻く環境 

【背景】 
 少子化や核家族化が進行し、共働き世帯が増加 
 
 
 
仕事と子育ての両立支援や多様なライフスタイルに 

対応した子育て支援が必要 
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市川市の課題 

① 保育園の待機児童解消 

③ 子育て家庭の孤立化の解消と 
虐待防止 

 

② 放課後保育クラブの待機児童解消 
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市川市の待機児童数(保育園) 
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１．保育園整備について 
 
 

①駅周辺地域に民間保育園の積極的な 
  開設を促進 

 
②公共施設を活用した保育園の設置 

 
③入園保留者支援として「子育てナビ」を活用し、 
  ていねいなアフターフォローの実施 

待機児童解消に向けての取り組み 
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２．保育士確保について 
 

  ①労働環境の改善 

     ・職員配置基準向上加算など 
 

  ②給与等処遇の改善 

     ・保育士等職員処遇改善加算 

     ・保育士就業開始資金支給事業 

     ・保育士宿舎借り上げ支援事業など 
 

  ③雇用につなげるアプローチ 

     ・幼保就職ナビの開催（平成30年9月2日実施予定） 

     ・潜在保育士への支援など 

待機児童解消に向けての取り組み 
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放課後保育クラブの待機児童について 

   
  

 高学年児童 

  ・ 行動範囲の広がりによる活動的な段階 

  ・ 学習やスポーツ等、個人毎に活動が多様化 

 低学年児童 

     ・ 安全・安心な放課後の居場所が必要 

     ・ 保育クラブでの保育を実施 
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放課後保育クラブ 
待機児童解消に向けての取組 

 
  

  

① 保育クラブの増設 

  ・ 余裕教室の活用 
  ・ 保育クラブが設置できるスペースを確保 

 ② 放課後の有効活用 

  ・ 保育クラブにこだわらない、児童が放課後を    
    有効に過ごせる事業を展開 
  ・ 学習やスポーツ、 文化活動等、児童が選択 
    できる活動プログラムの提供 
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人をつなぐ 未来へつなぐ 市川の教育 

 
  

  

第２期市川市教育振興基本計画の主な事業 

  ・ 道徳教育推進事業 
   道徳教育の向上、いじめを許さない心の育成 

  ・ 校内塾･まなびクラブ事業 
   基礎的な学力の定着、放課後等における学習の場 

  ・ コミュニティ・スクール推進事業      
          学校運営協議会の設置、地域とともにある学校づくり 

   ・ 小学校外国語活動推進事業 
   新学習指導要領の先行実施、英語教育の充実 
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子ども家庭総合支援センター 

すこやか応援隊 

子どもとの
関わり方 育児不安 

実践的な
育児 

児童虐待 

子育て家庭の孤立化の解消と虐待防止 
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子育てに悩んだら 

子どもを健やかに育むために… 

 ～あなたの「もしかしたら・・・」が 
          子どもたちの笑顔を守ります～ 

子どもを怒鳴ってしまったら 子育てに行き詰まったら 
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その他の子育て支援とＳＮＳの活用 

①居場所の提供 

②子育て情報の提供 

子育てガイドブック 子育て応援サイト 
 「いちかわっこＷＥＢ」 

 新たなＳＮＳの活用 
       ⇒ ＬＩＮＥ 


